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▲
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
開
幕
ま
で
２
５
０
日

と
な
っ
た
き
の
う
、
パ

ラ
オ
共
和
国
の
ホ
ス
ト

タ
ウ
ン
の
常
陸
大
宮
市

は
、
同
国
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
カ
ウ
ン

ト
ダ
ウ
ン
ボ
ー
ド
を
同
市
岩
崎
の

「
道
の
駅
常
陸
大
宮
～
か
わ
プ
ラ
ザ

～
」
に
設
置
し
、
同
国
の
フ
ラ
ン
シ

ス
・
マ
リ
ウ
ル
・
マ
ツ
タ
ロ
ウ
駐
日

大
使
を
招
い
て
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
っ

た
＝
写
真
。

▲
ボ
ー
ド
は
、
同
所
を
含
む
市
内
３

カ
所
に
設
置
。「
東
京
２
０
２
０

オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
！

見
に
行
こ
う
」
の
文
字
が
あ
る
下

の
部
分
に
、
開
幕
ま
で
の
残
り
日
数

な
ど
が
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）

で
流
れ
る
。
県
立
常
陸
大
宮
高
情
報

技
術
科
の
生
徒
が
製
作
し
た
。

▲
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
鈴
木
定
幸
市

長
、
マ
ツ
タ
ロ
ウ
駐
日
大
使
ら
が
除

幕
し
、来
場
者
に
お
披
露
目
さ
れ
た
。

製
作
者
を
代
表
し
、
同
校
１
年
、
駒

田
心
恵
さ
ん
が
「
訪
れ
た
方
々
に
少

し
で
も
パ
ラ
オ
の
こ
と
も
知
っ
て
も

ら
い
た
い
。
無
事
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
で
き
る

こ
と
を
願
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。
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育成選手に認定され飛躍を誓う県内の小学４年

生たち＝水戸市宮町のホテルレイクビュー水戸

来
日
し
た
Ｉ
Ｏ
Ｃ
の
バ
ッ
ハ
会
長
＝
�
日

午
後
、
東
京
都
内
の
ホ
テ
ル
（代
表
撮
影
）

稲
敷
市
と
警
察
、
消
防
、
民
間
が

連
携
し
て
自
殺
未
遂
者
を
支
援
す

る
事
業
の
協
力
協
定
締
結
式
＝
�

日
午
後
、
稲
敷
市
役
所

神
社
境
内
で
行
わ
れ
た
日
比
野
克
彦
さ
ん
（中

央
）
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
＝
守
谷
市
板
戸
井

�
日
午
前
０
時
�
分
ご
ろ
、

古
河
市
上
辺
見
の
県
道
交
差
点

で
、
右
折
し
よ
う
と
し
た
結
城

市
粕
礼
、
代
行
運
転
手
、
野
村

勝
美
さ
ん
（�
）
の
軽
乗
用
車

が
、
車
両
と
衝
突
し
、
野
村
さ

ん
が
く
も
膜
下
出
血
な
ど
で
意

識
不
明
の
重
体
、
同
乗
の
筑
西

市
、
同
、
男
性
（�
）
も
頭
部
打

撲
な
ど
の
軽
傷
を
負
っ
た
。
軽

乗
用
車
と
ぶ
つ
か
っ
た
車
両
は

そ
の
ま
ま
逃
走
し
、
古
河
署
は

ひ
き
逃
げ
事
件
と
し
て
行
方
を

追
っ
て
い
る
。

同
署
に
よ
る
と
、
現
場
は
信

号
機
の
あ
る
丁
字
路
交
差
点
。

野
村
さ
ん
と
男
性
は
外
に
投
げ

出
さ
れ
た
状
態
で
見
つ
か
っ

た
。
代
行
運
転
の
業
務
中
だ
っ

た
と
み
ら
れ
る
。
軽
乗
用
車
は

主
に
右
部
分
が
破
損
し
て
い

た
。
通
行
人
の
女
性
が
１
１
０

番
通
報
し
た
。

　
運
動
能
力
が
優
れ
た
小
学
４

年
生
を
発
掘
し
、
県
独
自
の
育

成
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
継
続
的
に
支

援
す
る
新
企
画
「
世
界
へ
羽
ば

た
く
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
育
成

事
業
」
（
県
教
委
、
県
体
育
協

会
主
催
）
の
育
成
選
手
�
人
が

決
ま
り
、
�
日
、
水
戸
市
内
で

開
講
式
が
開
か
れ
た
。
選
手
た

ち
は
６
０
０
人
以
上
が
参
加
し

た
ス
ポ
ー
ツ
能
力
測
定
会
で
資

質
を
評
価
さ
れ
た
〝
金
の

卵
〟
。
こ
の
日
は
交
流
会
や
元

五
輪
選
手
の
講
演
も
行
わ
れ
、

ト
ッ
プ
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
し

た
。

　
育
成
選
手
は
、
動
作
習
得
に

最
も
有
利
な
年
齢
と
さ
れ
る

「
ゴ
ー
ル
デ
ン
エ
イ
ジ
」
（
９

～
�
歳
）
の
県
内
小
学
４
年
生

が
対
象
。
�
㍍
ス
プ
リ
ン
ト
、

敏
し
ょ
う
性
、
ジ
ャ
ン
プ
力
な

ど
計
６
種
目
の
能
力
測
定
会
を

９
月
に
行
い
、
選
抜
し
た
。

　
毎
年
�
人
程
度
選
出
し
、
小

学
６
年
生
ま
で
の
間
、
各
種
競

技
を
経
験
す
る
場
を
設
け
て
適

性
の
あ
る
競
技
へ
導
く
。ま
た
、

心
身
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
栄
養

学
な
ど
の
講
座
を
実
施
し
一
流

選
手
に
な
る
た
め
の
意
識
付
け

を
促
す
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み

は
年
３
～
�
回
を
見
込
む
。

　
開
講
式
で
は
、
小
泉
元
伸
県

教
育
長
が
「
来
年
は
東
京
五
輪

が
開
催
さ
れ
る
。
将
来
、
世
界

の
ひ
の
き
舞
台
で
活
躍
す
る
ト

ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
に
成
長
す
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」
と
激

励
。
選
手
を
代
表
し
、
つ
く
ば

ゆ

の
ん

市
立
吉
沼
小
の
酒
寄
結
音
さ
ん

が
「
一
つ
で
も
多
く
学
び
、県
、

日
本
を
代
表
す
る
ア
ス
リ
ー
ト

と
な
れ
る
よ
う
努
力
す
る
」
と

宣
誓
し
た
。

　
育
成
選
手
の
認
定
証
が
交
付たけ

さ
れ
、
同
市
立
桜
南
小
の
佃
豪

ま
さ将
さ
ん
が
代
表
し
受
け
取
っ

た
。
式
終
了
後
、佃
さ
ん
は
「
も

っ
と
ス
ポ
ー
ツ
が
う
ま
く
な
れ

そ
う
で
楽
し
み
。
現
在
や
っ
て

い
る
バ
ス
ケ
ッ
ト
も
含
め
、
自

分
に
向
い
た
競
技
を
見
つ
け
、

五
輪
出
場
を
目
標
に
頑
張
り
た

い
」
と
力
強
く
語
っ
た
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
�
月
�
日
に

本
格
始
動
。
同
日
は
Ｊ
１
鹿
島

ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
の
ク
ラ
ブ
ハ
ウ

ス
で
、
ス
ク
ー
ル
コ
ー
チ
か
ら

「
体
の
動
か
し
方
」
を
テ
ー
マ

に
指
導
を
受
け
る
ほ
か
、
県
立

カ
シ
マ
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム

で
試
合
を
観
戦
す
る
。

（
今
井
俊
太
郎
）

県
の
「
ア
ー
カ
ス
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
一
つ
で
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
の
日
比
野
克
彦
さ
ん
が
講
師

を
務
め
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
ヒ
ビ
ノ
ホ
ス
ピ
タ
ル
」
が
�

日
、
守
谷
市
板
戸
井
の
ア
ー
カ

ス
ス
タ
ジ
オ
で
開
か
れ
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
意
識

し
、
「
つ
な
が
り
す
ぎ
な
い
リ

ア
ル
」
が
今
回
の
テ
ー
マ
。
参

加
者
は
、
言
葉
を
発
せ
ず
身
ぶ

り
手
ぶ
り
の
み
を
使
う
日
比
野

さ
ん
と
一
緒
に
、
布
を
活
用
し

て
コ
ロ
ナ
禍
の
中
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
ん
だ
。

国
内
外
で
活
躍
す
る
日
比
野

さ
ん
は
、
取
手
市
の
東
京
芸
術

大
美
術
学
部
長
を
務
め
る
。
ヒ

ビ
ノ
ホ
ス
ピ
タ
ル
（
日
比
野
美

術
研
究
室
付
属
病
院
放
送
部
）

と
し
て
、
１
９
９
９
年
か
ら
県

内
各
地
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

（
体
験
型
講
座
）
を
開
い
て
い

る
。
�
回
目
の
今
回
は
、
親
子

連
れ
な
ど
約
�
人
が
参
加
し

た
。日

比
野
さ
ん
は
一
言
も
し
ゃ

べ
ら
ず
に
あ
い
さ
つ
。
参
加
者

は
色
と
り
ど
り
の
薄
い
布
を
か

ぶ
り
、
歩
い
て
近
く
の
神
社
に

向
か
い
、
境
内
で
寝
そ
べ
り
、

ヨ
ガ
な
ど
を
し
た
。
布
を
持
っ

て
輪
に
な
っ
た
り
体
に
巻
き
付

け
た
り
し
て
、
言
葉
を
発
し
な

い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
の
つ
な

が
り
を
体
験
し
た
。

市
内
か
ら
参
加
し
た
中
学
２

年
、福
岡
彩
音
さ
ん
（�
）は
「言

葉
は
一
切
な
か
っ
た
け
ど
、
通

っ
た
こ
と
の
な
い
道
を
歩
き
、

次
に
何
を
や
る
の
か
ど
き
ど
き

だ
っ
た
」
と
楽
し
ん
だ
様
子
だ

っ
た
。

日
比
野
さ
ん
は
「
コ
ロ
ナ
禍

の
中
で
会
え
な
い
、
近
づ
け
な

い
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
通
じ
合

う
何
か
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を

感
じ
て
も
ら
え
た
の
で
は
」
と

話
し
た
。

（
黒
羽
根
勝
弘
）

国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会

（
Ｉ
Ｏ
Ｃ
）
の
バ
ッ
ハ
会
長
が

�
日
、
来
日
し
た
。同
日
午
後
、

専
用
機
で
東
京
・
羽
田
空
港
に

到
着
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
に
よ
り
東
京
五
輪

が
来
夏
に
延
期
さ
れ
て
か
ら
、

初
め
て
の
日
本
訪
問
。
�
日
午

前
に
菅
義
偉
首
相
と
会
談
し
、

大
会
開
催
に
向
け
た
緊
密
な

連
携
を
確
認
す
る
見
通
し
。
欧

米
や
日
本
で
感
染
が
再
拡
大
し

て
い
る
が
、
中
止
を
議
論
す
る

こ
と
は
な
い
と
明
言
し
て
い

る
。バ

ッ
ハ
氏
は
９
月
に
、
就
任

直
後
の
首
相
と
電
話
会
談
し
、

早
期
訪
日
の
希
望
を
伝
え
て
い

た
。
首
相
と
の
会
談
で
は
、
各

国
・
地
域
へ
の
ワ
ク
チ
ン
供
給

な
ど
の
感
染
対
策
や
、
五
輪
を

狙
っ
た
サ
イ
バ
ー
攻
撃
へ
の
対

処
な
ど
に
つ
い
て
も
意
見
を
交

わ
す
も
よ
う
だ
。

滞
在
は
�
日
ま
で
。
�
日
午

後
に
は
、
大
会
の
招
致
に
尽
力

し
た
安
倍
晋
三
前
首
相
に
「
五

輪
オ
ー
ダ
ー
」
（
功
労
章
）
を

授
与
す
る
。
大
会
組
織
委
員
会

と
Ｉ
Ｏ
Ｃ
、
国
際
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
委
員
会
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
）
に
よ

る
合
同
会
議
の
冒
頭
に
も
出
席

し
、
組
織
委
の
森
喜
朗
会
長
と

記
者
会
見
す
る
。
�
日
は
選
手

村
や
メ
イ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
の
国

立
競
技
場
を
視
察
す
る
。

Ｂ
１
昇
格
願
い

ロ
ボ
ッ
ツ
応
援

▲
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
Ｂ
２
茨

城
ロ
ボ
ッ
ツ
が
、
ア
ダ
ス
ト
リ

ア
み
と
ア
リ
ー
ナ
で
越
谷
と
対

戦
し
、
観
戦
し
た
。
会
場
は
の

ぼ
り
旗
が
揺
れ
、
入
場
待
ち
の

長
蛇
の
列
が
で
き
て
い
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
対

策
と
「
い
ば
ら
き
ア
マ
ビ
エ
ち

ゃ
ん
」
の
登
録
を
し
て
、
会
場

に
入
る
。
フ
ァ
ン
が
手
拍
子
、

メ
ガ
ホ
ン
を
た
た
き
、
熱
い
声

援
を
送
っ
て
い
た
。

▲
試
合
は
前
半
、
ロ
ボ
ッ
ツ
が

リ
ー
ド
を
広
げ
た
。
後
半
は
越

谷
に
追
い
上
げ
ら
れ
、
�
対
�

の
１
点
差
で
惜
敗
し
た
。
間
近

に
見
る
プ
ロ
の
妙
技
、
ダ
ン
ク

シ
ュ
ー
ト
、
３
点
シ
ュ
ー
ト
は

迫
力
が
あ
っ
た
。
イ
ン
タ
ー
バ

ル
、
ハ
ー
フ
タ
イ
ム
に
は
チ
ア

ダ
ン
ス
、
マ
ス
コ
ッ
ト
「
ロ
ボ

ス
ケ
」
、
水
戸
市
の
「
み
と
ち

ゃ
ん
」
な
ど
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

が
勢
ぞ
ろ
い
。
高
校
生
の
吹
奏

楽
演
奏
も
あ
っ
た
。

▲
初
め
て
観
戦
し
た
ホ
ー
ム
で

の
試
合
だ
っ
た
。
も
っ
と
シ
ュ

ー
ト
の
成
功
率
を
上
げ
て
、
Ｂ

１
に
昇
格
す
る
よ
う
に
応
援
し

て
い
る
。

（
ひ
た
ち
な
か
市

主
婦

須

田
文
子

�
歳
）

（２
０
２
０
・�
・�
）

「
稲
敷
市
い
の
ち
と
こ
こ
ろ

の
相
談
支
援
事
業
」
は
、
稲
敷

市
を
管
轄
す
る
稲
敷
警
察
署
や

い
な
ほ
消
防
署
の
ほ
か
、
市
内

の
医
療
機
関
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な

ど
計
�
団
体
が
参
加
し
て
い

る
。支

援
の
流
れ
は
、
消
防
か
ら

自
殺
未
遂
の
情
報
を
受
け
、
聞

き
取
り
を
し
た
警
察
官
や
「
死

に
た
い
」
と
相
談
を
受
け
た
医

療
機
関
の
担
当
医
な
ど
が
、
市

社
会
福
祉
課
の
窓
口
「
こ
こ
ろ

の
相
談
」
に
連
絡
す
る
。

市
の
担
当
者
は
、
当
事
者
の

個
人
情
報
提
供
を
受
け
た
上

で
、
電
話
や
訪
問
で
当
事
者
と

そ
の
家
族
ら
の
相
談
に
乗
る
。

抱
え
る
課
題
に
応
じ
て
精
神
科

や
多
重
債
務
、
労
働
、
生
活
保

障
の
相
談
先
を
案
内
し
た
り
、

予
約
を
取
っ
た
り
す
る
。
再
び

自
殺
を
試
み
な
い
と
判
断
す
る

か
、
他
機
関
で
の
対
応
が
安
定

的
に
行
わ
れ
る
ま
で
当
事
者
ら

に
寄
り
添
う
。

取
り
組
み
は
個
人
情
報
の
共

有
が
鍵
と
な
る
。
こ
れ
ま
で
は

個
人
情
報
保
護
が
壁
と
な
り
、

自
治
体
と
警
察
と
の
間
で
情
報

共
有
は
県
内
で
行
わ
れ
て
こ
な

か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
リ
ス
ク

の
高
い
自
殺
未
遂
者
に
対
し
、

行
政
は
支
援
の
手
を
伸
ば
す
の

が
難
し
か
っ
た
。

自
殺
を
考
え
る
人
は
、
金
銭

苦
や
家
庭
内
暴
力
、
職
場
や
学

校
で
の
い
じ
め
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
を
同
時
に
抱
え
て
い

る
場
合
が
あ
る
。
市
は
生
活
保

護
申
請
や
法
律
相
談
、
精
神
科

へ
の
案
内
な
ど
の
窓
口
が
担
当

ご
と
に
分
か
れ
、
当
事
者
が
ま

ず
ど
こ
に
行
け
ば
い
い
の
か
分

か
ら
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
っ

た
。
支
援
機
関
同
士
の
横
の
つ

な
が
り
も
弱
か
っ
た
。

自
殺
防
止
は
喫
緊
の
課
題

だ
。
同
市
で
は
昨
年
、
�
人
が

自
殺
し
、
人
口
�
万
人
当
た
り

の
自
殺
者
数
を
表
す
自
殺
死

亡
率
は
�
・
�
人
と
な
り
、
最

近
�
年
間
で
県
内
ワ
ー
ス
ト

�
に
８
回
入
っ
て
い
る
。
新
型

コ
ロ
ナ
が
猛
威
を
振
る
う
中
、

�
月
の
全
国
の
自
殺
者
数
は
、

前
年
同
月
比
約
�
％
増
の
２

１
５
３
人
（
警
察
庁
速
報
値
）

と
、
懸
念
さ
れ
る
デ
ー
タ
も
あ

る
。関

係
機
関
に
よ
る
同
事
業
の

締
結
式
が
�
日
、
稲
敷
市
役
所

で
開
か
れ
た
。
筧
信
太
郎
市
長

は
「
警
察
や
消
防
と
い
っ
た
公

的
機
関
と
の
連
携
を
明
記
し

て
い
る
の
は
、
全
国
で
大
阪
府

と
新
潟
市
の
み
。
地
域
で
連

携
し
、
生
き
て
い
る
こ
と
が
つ

ら
い
方
を
支
援
し
て
い
く
」
と

あ
い
さ
つ
し
た
。
稲
敷
署
の
永

沼
義
道
署
長
は
「
私
は
友
人
を

自
殺
で
失
っ
た
。
ア
ド
レ
ス
帳

に
は
連
絡
先
が
今
で
も
残
っ
て

い
る
。
自
殺
を
減
ら
す
た
め
、

こ
の
取
り
組
み
に
魂
を
入
れ

て
い
き
た
い
」
と
意
欲
を
見
せ

た
。今

回
の
事
業
で
は
、
個
人
情

報
の
提
供
は
同
意
を
得
る
こ
と

を
条
件
に
し
た
。
対
象
は
当
事

者
や
そ
の
家
族
、
同
居
人
。
い

ず
れ
か
の
同
意
を
得
て
名
前
や

連
絡
先
、
現
状
、
背
景
を
市
に

伝
え
る
こ
と
と
し
た
。

相
談
窓
口
は
、
市
社
会
福
祉

課
の
精
神
保
健
福
祉
士
の
職
員

が
担
う
。
市
や
警
察
の
人
事
異

動
で
担
当
者
が
入
れ
替
わ
っ
て

も
、
支
援
態
勢
が
途
絶
え
る
こ

と
の
な
い
よ
う
実
施
要
項
を
定

め
た
ほ
か
、
総
会
や
事
例
検
討

会
を
通
し
て
支
援
の
流
れ
を
強

化
し
て
い
く
計
画
だ
。

（
木
村
優
斗
）

自
殺
を
試
み
た
人
を
救
う
た
め
、
警
察
や
自
治
体
、
民
間
が
連
携
す
る
取

り
組
み
が
稲
敷
市
で
始
ま
っ
た
。
自
殺
未
遂
者
の
連
絡
先
や
名
前
を
市
の
窓

口
「
こ
こ
ろ
の
相
談
」
に
集
め
、
法
律
や
労
働
、
心
の
問
題
な
ど
の
専
門
機

関
に
つ
な
ぎ
、
相
談
者
の
ケ
ア
を
強
化
す
る
。
警
察
や
消
防
と
自
治
体
が
組

織
の
壁
を
越
え
て
個
人
情
報
を
共
有
す
る
の
は
県
内
初
と
い
う
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
経
済
的
な
困
窮
や
孤
独
に
悩
む
人
が
増
え
て
自
殺
の

リ
ス
ク
が
高
ま
る
中
で
、
命
を
救
う
リ
レ
ー
づ
く
り
が
動
き
始
め
た
。

（��） 第１社会 Ａ版 第三種郵便物認可 � � � � ����年（令和２年）��月��日 月曜日
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▲
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
開
幕
ま
で
２
５
０
日

と
な
っ
た
き
の
う
、
パ

ラ
オ
共
和
国
の
ホ
ス
ト

タ
ウ
ン
の
常
陸
大
宮
市

は
、
同
国
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
カ
ウ
ン

ト
ダ
ウ
ン
ボ
ー
ド
を
同
市
岩
崎
の

「
道
の
駅
常
陸
大
宮
～
か
わ
プ
ラ
ザ

～
」
に
設
置
し
、
同
国
の
フ
ラ
ン
シ

ス
・
マ
リ
ウ
ル
・
マ
ツ
タ
ロ
ウ
駐
日

大
使
を
招
い
て
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
っ

た
＝
写
真
。

▲
ボ
ー
ド
は
、
同
所
を
含
む
市
内
３

カ
所
に
設
置
。
「
東
京
２
０
２
０

オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
！

見
に
行
こ
う
」
の
文
字
が
あ
る
下

の
部
分
に
、
開
幕
ま
で
の
残
り
日
数

な
ど
が
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
（Ｌ
Ｅ
Ｄ
）

で
流
れ
る
。
県
立
常
陸
大
宮
高
情
報

技
術
科
の
生
徒
が
製
作
し
た
。

▲
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
鈴
木
定
幸
市

長
、
マ
ツ
タ
ロ
ウ
駐
日
大
使
ら
が
除

幕
し
、
来
場
者
に
お
披
露
目
さ
れ
た
。

製
作
者
を
代
表
し
、
同
校
１
年
、
駒

田
心
恵
さ
ん
が
「
訪
れ
た
方
々
に
少

し
で
も
パ
ラ
オ
の
こ
と
も
知
っ
て
も

ら
い
た
い
。
無
事
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
で
き
る

こ
と
を
願
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。
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育成選手に認定され飛躍を誓う県内の小学４年

生たち＝水戸市宮町のホテルレイクビュー水戸

来
日
し
た
Ｉ
Ｏ
Ｃ
の
バ
ッ
ハ
会
長
＝
�
日

午
後
、
東
京
都
内
の
ホ
テ
ル
（代
表
撮
影
）

稲
敷
市
と
警
察
、
消
防
、
民
間
が

連
携
し
て
自
殺
未
遂
者
を
支
援
す

る
事
業
の
協
力
協
定
締
結
式
＝
�

日
午
後
、
稲
敷
市
役
所

神
社
境
内
で
行
わ
れ
た
日
比
野
克
彦
さ
ん
（中

央
）
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
＝
守
谷
市
板
戸
井

�
日
午
前
０
時
�
分
ご
ろ
、

古
河
市
上
辺
見
の
県
道
交
差
点

で
、
右
折
し
よ
う
と
し
た
結
城

市
粕
礼
、
代
行
運
転
手
、
野
村

勝
美
さ
ん
（�
）
の
軽
乗
用
車

が
、
車
両
と
衝
突
し
、
野
村
さ

ん
が
く
も
膜
下
出
血
な
ど
で
意

識
不
明
の
重
体
、
同
乗
の
筑
西

市
、
同
、
男
性
（�
）も
頭
部
打

撲
な
ど
の
軽
傷
を
負
っ
た
。
軽

乗
用
車
と
ぶ
つ
か
っ
た
車
両
は

そ
の
ま
ま
逃
走
し
、
古
河
署
は

ひ
き
逃
げ
事
件
と
し
て
行
方
を

追
っ
て
い
る
。

同
署
に
よ
る
と
、
現
場
は
信

号
機
の
あ
る
丁
字
路
交
差
点
。

野
村
さ
ん
と
男
性
は
外
に
投
げ

出
さ
れ
た
状
態
で
見
つ
か
っ

た
。
代
行
運
転
の
業
務
中
だ
っ

た
と
み
ら
れ
る
。
軽
乗
用
車
は

主
に
右
部
分
が
破
損
し
て
い

た
。
通
行
人
の
女
性
が
１
１
０

番
通
報
し
た
。

運
動
能
力
が
優
れ
た
小
学
４

年
生
を
発
掘
し
、
県
独
自
の
育

成
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
継
続
的
に
支

援
す
る
新
企
画
「
世
界
へ
羽
ば

た
く
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
育
成

事
業
」
（
県
教
委
、
県
体
育
協

会
主
催
）
の
育
成
選
手
�
人
が

決
ま
り
、
�
日
、
水
戸
市
内
で

開
講
式
が
開
か
れ
た
。
選
手
た

ち
は
６
０
０
人
以
上
が
参
加
し

た
ス
ポ
ー
ツ
能
力
測
定
会
で
資

質

を

評

価

さ

れ

た

〝
金

の

卵
〟
。
こ
の
日
は
交
流
会
や
元

五
輪
選
手
の
講
演
も
行
わ
れ
、

ト
ッ
プ
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
し

た
。育

成
選
手
は
、
動
作
習
得
に

最
も
有
利
な
年
齢
と
さ
れ
る

「
ゴ
ー
ル
デ
ン
エ
イ
ジ
」
（
９

～
�
歳
）
の
県
内
小
学
４
年
生

が
対
象
。
�
㍍
ス
プ
リ
ン
ト
、

敏
し
ょ
う
性
、
ジ
ャ
ン
プ
力
な

ど
計
６
種
目
の
能
力
測
定
会
を

９
月
に
行
い
、
選
抜
し
た
。

毎
年
�
人
程
度
選
出
し
、
小

学
６
年
生
ま
で
の
間
、
各
種
競

技
を
経
験
す
る
場
を
設
け
て
適

性
の
あ
る
競
技
へ
導
く
。ま
た
、

心
身
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
栄
養

学
な
ど
の
講
座
を
実
施
し
一
流

選
手
に
な
る
た
め
の
意
識
付
け

を
促
す
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み

は
年
３
～
�
回
を
見
込
む
。

開
講
式
で
は
、
小
泉
元
伸
県

教
育
長
が
「
来
年
は
東
京
五
輪

が
開
催
さ
れ
る
。
将
来
、
世
界

の
ひ
の
き
舞
台
で
活
躍
す
る
ト

ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
に
成
長
す
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」
と
激

励
。
選
手
を
代
表
し
、
つ
く
ば

ゆ

の
ん

市
立
吉
沼
小
の
酒
寄
結
音
さ
ん

が
「
一
つ
で
も
多
く
学
び
、県
、

日
本
を
代
表
す
る
ア
ス
リ
ー
ト

と
な
れ
る
よ
う
努
力
す
る
」
と

宣
誓
し
た
。

育
成
選
手
の
認
定
証
が
交
付たけ

さ
れ
、
同
市
立
桜
南
小
の
佃
豪

ま
さ将

さ
ん
が
代
表
し
受
け
取
っ

た
。
式
終
了
後
、佃
さ
ん
は
「も

っ
と
ス
ポ
ー
ツ
が
う
ま
く
な
れ

そ
う
で
楽
し
み
。
現
在
や
っ
て

い
る
バ
ス
ケ
ッ
ト
も
含
め
、
自

分
に
向
い
た
競
技
を
見
つ
け
、

五
輪
出
場
を
目
標
に
頑
張
り
た

い
」
と
力
強
く
語
っ
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
�
月
�
日
に

本
格
始
動
。
同
日
は
Ｊ
１
鹿
島

ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
の
ク
ラ
ブ
ハ
ウ

ス
で
、
ス
ク
ー
ル
コ
ー
チ
か
ら

「
体
の
動
か
し
方
」
を
テ
ー
マ

に
指
導
を
受
け
る
ほ
か
、
県
立

カ
シ
マ
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム

で
試
合
を
観
戦
す
る
。

（
今
井
俊
太
郎
）

県
の
「
ア
ー
カ
ス
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
一
つ
で
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
の
日
比
野
克
彦
さ
ん
が
講
師

を
務
め
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
ヒ
ビ
ノ
ホ
ス
ピ
タ
ル
」
が
�

日
、
守
谷
市
板
戸
井
の
ア
ー
カ

ス
ス
タ
ジ
オ
で
開
か
れ
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
意
識

し
、
「
つ
な
が
り
す
ぎ
な
い
リ

ア
ル
」
が
今
回
の
テ
ー
マ
。
参

加
者
は
、
言
葉
を
発
せ
ず
身
ぶ

り
手
ぶ
り
の
み
を
使
う
日
比
野

さ
ん
と
一
緒
に
、
布
を
活
用
し

て
コ
ロ
ナ
禍
の
中
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
ん
だ
。

国
内
外
で
活
躍
す
る
日
比
野

さ
ん
は
、
取
手
市
の
東
京
芸
術

大
美
術
学
部
長
を
務
め
る
。
ヒ

ビ
ノ
ホ
ス
ピ
タ
ル
（
日
比
野
美

術
研
究
室
付
属
病
院
放
送
部
）

と
し
て
、
１
９
９
９
年
か
ら
県

内
各
地
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

（
体
験
型
講
座
）
を
開
い
て
い

る
。
�
回
目
の
今
回
は
、
親
子

連
れ
な
ど
約
�
人
が
参
加
し

た
。日

比
野
さ
ん
は
一
言
も
し
ゃ

べ
ら
ず
に
あ
い
さ
つ
。
参
加
者

は
色
と
り
ど
り
の
薄
い
布
を
か

ぶ
り
、
歩
い
て
近
く
の
神
社
に

向
か
い
、
境
内
で
寝
そ
べ
り
、

ヨ
ガ
な
ど
を
し
た
。
布
を
持
っ

て
輪
に
な
っ
た
り
体
に
巻
き
付

け
た
り
し
て
、
言
葉
を
発
し
な

い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
の
つ
な

が
り
を
体
験
し
た
。

市
内
か
ら
参
加
し
た
中
学
２

年
、福
岡
彩
音
さ
ん
（
�
）は
「言

葉
は
一
切
な
か
っ
た
け
ど
、
通

っ
た
こ
と
の
な
い
道
を
歩
き
、

次
に
何
を
や
る
の
か
ど
き
ど
き

だ
っ
た
」
と
楽
し
ん
だ
様
子
だ

っ
た
。

日
比
野
さ
ん
は
「
コ
ロ
ナ
禍

の
中
で
会
え
な
い
、
近
づ
け
な

い
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
通
じ
合

う
何
か
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を

感
じ
て
も
ら
え
た
の
で
は
」
と

話
し
た
。

（
黒
羽
根
勝
弘
）

国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会

（
Ｉ
Ｏ
Ｃ
）
の
バ
ッ
ハ
会
長
が

�
日
、
来
日
し
た
。同
日
午
後
、

専
用
機
で
東
京
・
羽
田
空
港
に

到
着
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
に
よ
り
東
京
五
輪

が
来
夏
に
延
期
さ
れ
て
か
ら
、

初
め
て
の
日
本
訪
問
。
�
日
午

前
に
菅
義
偉
首
相
と
会
談
し
、

大
会
開
催
に
向
け
た
緊
密
な

連
携
を
確
認
す
る
見
通
し
。
欧

米
や
日
本
で
感
染
が
再
拡
大
し

て
い
る
が
、
中
止
を
議
論
す
る

こ
と
は
な
い
と
明
言
し
て
い

る
。バ

ッ
ハ
氏
は
９
月
に
、
就
任

直
後
の
首
相
と
電
話
会
談
し
、

早
期
訪
日
の
希
望
を
伝
え
て
い

た
。
首
相
と
の
会
談
で
は
、
各

国
・
地
域
へ
の
ワ
ク
チ
ン
供
給

な
ど
の
感
染
対
策
や
、
五
輪
を

狙
っ
た
サ
イ
バ
ー
攻
撃
へ
の
対

処
な
ど
に
つ
い
て
も
意
見
を
交

わ
す
も
よ
う
だ
。

滞
在
は
�
日
ま
で
。
�
日
午

後
に
は
、
大
会
の
招
致
に
尽
力

し
た
安
倍
晋
三
前
首
相
に
「
五

輪
オ
ー
ダ
ー
」
（
功
労
章
）
を

授
与
す
る
。
大
会
組
織
委
員
会

と
Ｉ
Ｏ
Ｃ
、
国
際
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
委
員
会
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
）
に
よ

る
合
同
会
議
の
冒
頭
に
も
出
席

し
、
組
織
委
の
森
喜
朗
会
長
と

記
者
会
見
す
る
。
�
日
は
選
手

村
や
メ
イ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
の
国

立
競
技
場
を
視
察
す
る
。

Ｂ
１
昇
格
願
い

ロ
ボ
ッ
ツ
応
援

▲
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
Ｂ
２
茨

城
ロ
ボ
ッ
ツ
が
、
ア
ダ
ス
ト
リ

ア
み
と
ア
リ
ー
ナ
で
越
谷
と
対

戦
し
、
観
戦
し
た
。
会
場
は
の

ぼ
り
旗
が
揺
れ
、
入
場
待
ち
の

長
蛇
の
列
が
で
き
て
い
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
対

策
と
「
い
ば
ら
き
ア
マ
ビ
エ
ち

ゃ
ん
」
の
登
録
を
し
て
、
会
場

に
入
る
。
フ
ァ
ン
が
手
拍
子
、

メ
ガ
ホ
ン
を
た
た
き
、
熱
い
声

援
を
送
っ
て
い
た
。

▲
試
合
は
前
半
、
ロ
ボ
ッ
ツ
が

リ
ー
ド
を
広
げ
た
。
後
半
は
越

谷
に
追
い
上
げ
ら
れ
、
�
対
�

の
１
点
差
で
惜
敗
し
た
。
間
近

に
見
る
プ
ロ
の
妙
技
、
ダ
ン
ク

シ
ュ
ー
ト
、
３
点
シ
ュ
ー
ト
は

迫
力
が
あ
っ
た
。
イ
ン
タ
ー
バ

ル
、
ハ
ー
フ
タ
イ
ム
に
は
チ
ア

ダ
ン
ス
、
マ
ス
コ
ッ
ト
「
ロ
ボ

ス
ケ
」
、
水
戸
市
の
「
み
と
ち

ゃ
ん
」
な
ど
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

が
勢
ぞ
ろ
い
。
高
校
生
の
吹
奏

楽
演
奏
も
あ
っ
た
。

▲
初
め
て
観
戦
し
た
ホ
ー
ム
で

の
試
合
だ
っ
た
。
も
っ
と
シ
ュ

ー
ト
の
成
功
率
を
上
げ
て
、
Ｂ

１
に
昇
格
す
る
よ
う
に
応
援
し

て
い
る
。

（
ひ
た
ち
な
か
市

主
婦

須

田
文
子

�
歳
）

（２
０
２
０
・�
・�
）

「
稲
敷
市
い
の
ち
と
こ
こ
ろ

の
相
談
支
援
事
業
」
は
、
稲
敷

市
を
管
轄
す
る
稲
敷
警
察
署
や

い
な
ほ
消
防
署
の
ほ
か
、
市
内

の
医
療
機
関
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な

ど
計
�
団
体
が
参
加
し
て
い

る
。支

援
の
流
れ
は
、
消
防
か
ら

自
殺
未
遂
の
情
報
を
受
け
、
聞

き
取
り
を
し
た
警
察
官
や
「
死

に
た
い
」
と
相
談
を
受
け
た
医

療
機
関
の
担
当
医
な
ど
が
、
市

社
会
福
祉
課
の
窓
口
「
こ
こ
ろ

の
相
談
」
に
連
絡
す
る
。

市
の
担
当
者
は
、
当
事
者
の

個
人
情
報
提
供
を
受
け
た
上

で
、
電
話
や
訪
問
で
当
事
者
と

そ
の
家
族
ら
の
相
談
に
乗
る
。

抱
え
る
課
題
に
応
じ
て
精
神
科

や
多
重
債
務
、
労
働
、
生
活
保

障
の
相
談
先
を
案
内
し
た
り
、

予
約
を
取
っ
た
り
す
る
。
再
び

自
殺
を
試
み
な
い
と
判
断
す
る

か
、
他
機
関
で
の
対
応
が
安
定

的
に
行
わ
れ
る
ま
で
当
事
者
ら

に
寄
り
添
う
。

取
り
組
み
は
個
人
情
報
の
共

有
が
鍵
と
な
る
。
こ
れ
ま
で
は

個
人
情
報
保
護
が
壁
と
な
り
、

自
治
体
と
警
察
と
の
間
で
情
報

共
有
は
県
内
で
行
わ
れ
て
こ
な

か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
リ
ス
ク

の
高
い
自
殺
未
遂
者
に
対
し
、

行
政
は
支
援
の
手
を
伸
ば
す
の

が
難
し
か
っ
た
。

自
殺
を
考
え
る
人
は
、
金
銭

苦
や
家
庭
内
暴
力
、
職
場
や
学

校
で
の
い
じ
め
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
を
同
時
に
抱
え
て
い

る
場
合
が
あ
る
。
市
は
生
活
保

護
申
請
や
法
律
相
談
、
精
神
科

へ
の
案
内
な
ど
の
窓
口
が
担
当

ご
と
に
分
か
れ
、
当
事
者
が
ま

ず
ど
こ
に
行
け
ば
い
い
の
か
分

か
ら
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
っ

た
。
支
援
機
関
同
士
の
横
の
つ

な
が
り
も
弱
か
っ
た
。

自
殺
防
止
は
喫
緊
の
課
題

だ
。
同
市
で
は
昨
年
、
�
人
が

自
殺
し
、
人
口
�
万
人
当
た
り

の
自
殺
者
数
を
表
す
自
殺
死

亡
率
は
�
・
�
人
と
な
り
、
最

近
�
年
間
で
県
内
ワ
ー
ス
ト

�
に
８
回
入
っ
て
い
る
。
新
型

コ
ロ
ナ
が
猛
威
を
振
る
う
中
、

�
月
の
全
国
の
自
殺
者
数
は
、

前
年
同
月
比
約
�
％
増
の
２

１
５
３
人
（
警
察
庁
速
報
値
）

と
、
懸
念
さ
れ
る
デ
ー
タ
も
あ

る
。関

係
機
関
に
よ
る
同
事
業
の

締
結
式
が
�
日
、
稲
敷
市
役
所

で
開
か
れ
た
。
筧
信
太
郎
市
長

は
「
警
察
や
消
防
と
い
っ
た
公

的
機
関
と
の
連
携
を
明
記
し

て
い
る
の
は
、
全
国
で
大
阪
府

と
新
潟
市
の
み
。
地
域
で
連

携
し
、
生
き
て
い
る
こ
と
が
つ

ら
い
方
を
支
援
し
て
い
く
」
と

あ
い
さ
つ
し
た
。
稲
敷
署
の
永

沼
義
道
署
長
は
「
私
は
友
人
を

自
殺
で
失
っ
た
。
ア
ド
レ
ス
帳

に
は
連
絡
先
が
今
で
も
残
っ
て

い
る
。
自
殺
を
減
ら
す
た
め
、

こ
の
取
り
組
み
に
魂
を
入
れ

て
い
き
た
い
」
と
意
欲
を
見
せ

た
。今

回
の
事
業
で
は
、
個
人
情

報
の
提
供
は
同
意
を
得
る
こ
と

を
条
件
に
し
た
。
対
象
は
当
事

者
や
そ
の
家
族
、
同
居
人
。
い

ず
れ
か
の
同
意
を
得
て
名
前
や

連
絡
先
、
現
状
、
背
景
を
市
に

伝
え
る
こ
と
と
し
た
。

相
談
窓
口
は
、
市
社
会
福
祉

課
の
精
神
保
健
福
祉
士
の
職
員

が
担
う
。
市
や
警
察
の
人
事
異

動
で
担
当
者
が
入
れ
替
わ
っ
て

も
、
支
援
態
勢
が
途
絶
え
る
こ

と
の
な
い
よ
う
実
施
要
項
を
定

め
た
ほ
か
、
総
会
や
事
例
検
討

会
を
通
し
て
支
援
の
流
れ
を
強

化
し
て
い
く
計
画
だ
。

（
木
村
優
斗
）

自
殺
を
試
み
た
人
を
救
う
た
め
、
警
察
や
自
治
体
、
民
間
が
連
携
す
る
取

り
組
み
が
稲
敷
市
で
始
ま
っ
た
。
自
殺
未
遂
者
の
連
絡
先
や
名
前
を
市
の
窓

口
「
こ
こ
ろ
の
相
談
」
に
集
め
、
法
律
や
労
働
、
心
の
問
題
な
ど
の
専
門
機

関
に
つ
な
ぎ
、
相
談
者
の
ケ
ア
を
強
化
す
る
。
警
察
や
消
防
と
自
治
体
が
組

織
の
壁
を
越
え
て
個
人
情
報
を
共
有
す
る
の
は
県
内
初
と
い
う
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
経
済
的
な
困
窮
や
孤
独
に
悩
む
人
が
増
え
て
自
殺
の

リ
ス
ク
が
高
ま
る
中
で
、
命
を
救
う
リ
レ
ー
づ
く
り
が
動
き
始
め
た
。
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